
【日時】令和4年2月9日（水） 14時〜16時

【会場】武蔵野総合体育館(視聴覚室)

準備会
目的と提言に向けた
検討プロセスの確認
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研究会

三鷹駅北口
交通環境基本方針の策定に向けた

資料１



１ はじめに

２ 研究会の主旨説明

３ これまでの取り組みについて

４ 三鷹駅北口の交通環境について

［日本大学 大沢 昌玄 教授］

５ 意見交換

６ その他連絡事項

本日のプログラム
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２ 研究会の主旨説明
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検討の背景1

・三鷹駅北口駅前広場は戦後まもなく整備されまし

たが、その後の公共交通の増加等により、交通結

節点として必要な交通機能等を満たせなくなって

います。

・また、駅前広場には3路線の都市計画道路が接続し、

通過交通が流入しやすい構造になっています。

・市では、通過交通を迂回させ、沿道の土地利用の

促進を図るため、補助幹線道路の整備を進めてい

ます。
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検討の背景2

・地域交通環境が変化する中、市では「三鷹駅北口

街づくりビジョン（平成29年）」に基づき検討を

行ってきました。

・今後は、令和3年3月に公表した「三鷹駅北口交通

環境基本方針の策定に向けた考え方」をたたき台

として、地域の方々と課題を共有し、解決に向け

た方針について意見交換を進めていきます。

・そのうえで令和5年度に「三鷹駅北口交通環境基本

方針」を策定する予定です。
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研究会の目的

・研究会は関係団体の代表者にお集まりいただき開

催します。

・「三鷹駅北口交通環境基本方針の策定に向けた考

え方」に示す4つの考え方について意見交換を行

います。

・「三鷹駅北口交通環境基本方針」の策定に向けた

提言書を取りまとめ、市長に報告することを目的

とします。
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研究会の到達目標

考え方１ 駅周辺道路の交通体系の再編

考え方２ 駅前広場の２ロータリー化

考え方３ 駅前広場の拡張

考え方４ 沿道の街並み誘導と低利用地のまちづくり

三鷹駅北口交通環境基本方針の策定に向けた考え方

・それぞれの考え方について、地域ニーズを踏まえた

必要性の整理を行い、提言書に取りまとめる。

・事業手法等の具体の手段は、今後の検討とする。
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分類 開催時期 実施内容・検討テーマ

研究会
(準備会)

令和4年
2月

目的と提言に向けた検討プロセスの確認

オープン
ハウス

5月 街の将来像等に関する意見収集

ワークショップ
(第1・2回)

6月 考え方１〜４に関する意見収集

研究会
(第1回)

8月 考え方１ 駅周辺道路の交通体系の再編

研究会
(第2回)

9月
考え方２ 駅前広場の２ロータリー化
考え方３ 駅前広場の拡張

研究会
(第3回)

10月
考え方４ 沿道の街並み誘導と低利用地のまちづくり
提言書（素案）の検討

アドバイザー
委員会

11月 提言書（案）の確認

研究会
(第4回)

令和5年
1月

提言書の取りまとめ

今後の予定
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オープンハウス

・地域のイベントに合わせてブースを出し、パネルによる情報発

信や意見収集を行います。

・令和4年5月28日（土）開催予定
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ワークショップ

・無作為抽出と公募により参加者募集を行います。（定員：40名）

・第1回 令和4年6月4日（土）開催予定

・第2回 令和4年6月25日（土）開催予定
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研究会の運営方法

・事務局はまちづくり推進課が担当します。

・会議後は、会議内容や検討状況を広く周知する

ためのニュースレターを作成し、会議資料や

議事要旨とあわせて市のホームページに随時

掲載します。



３ これまでの
取り組みについて
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まちの将来像…

駅周辺は生活に必要な機能が
集積し、快適に働ける空間で
あるとともに、オープンス

ペースの活用により、多様な
人々が集い、交流が盛んに行
われることで、身近な場所で

憩い、遊び、学ぶことができ
る、歩いて楽しいまちとなっ
ています。
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都市計画マスタープラン（令和３年９月）
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三鷹駅北口街づくりビジョン（平成29年5月）
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三鷹駅北口街づくりラボ（平成30年9月~）

・三鷹駅北口にふさわしいにぎわいを創出することを目的として、地
域の商店会・住民・企業の方々と共に、講話や視察、ワークショップ
等を通して、既存の公開空地や道路空間等のパブリックスペースの活
用について学びました。
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社会実験[公共空間利活用]（令和元・2年）

令和元年9月
三鷹駅北口パブリック
スペース
利活用社会実験
(ENJOY OPEN 
STREETs 武蔵野)

令和2年10~11月
三鷹駅北口パブリック
スペース
利活用社会実験
(ENJOY! OPEN 
TERRACEs 武蔵野)

・三鷹駅北口街づくりラボで提案された企画案をもとに社会実験を開催し
ました。
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基本方針の策定に向けた考え方（令和3年3月）

［位置付け］
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［対象エリア］

基本方針の策定に向けた考え方

検討の対象エリアは、
「歩行者を中心とする
にぎわいのエリア」
とします。
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基本方針の策定に向けた考え方

［現状の問題点］
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基本方針の策定に向けた考え方

（例示）

（錯綜する車両・不足する駐停車スペース） （不足する滞留空間 ※駅入場規制時の様子）



23

［将来イメージ］~補助幹線道路完成後の概ね2030年代~

基本方針の策定に向けた考え方
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基本方針の策定に向けた考え方

考え方１ 駅周辺道路の交通体系の再編

考え方２ 駅前広場の２ロータリー化

考え方３ 駅前広場の拡張

考え方４ 沿道の街並み誘導と低利用地のまちづくり

三鷹駅北口交通環境基本方針の策定に向けた考え方
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期待される効果
• 交通モードの整理による錯綜や混雑の解消
• 補助幹線道路の整備による交通量の抑制と合わせた歩行者中心の街づくり
• 居心地よく過ごせる滞留空間の創出
• 玉川上水と一体的な緑・親水空間の創出（桜通り）

基本方針の策定に向けた考え方

［考え方１ 駅周辺道路の交通体系の再編］



26

基本方針の策定に向けた考え方
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期待される効果
• 通過交通の流入の解消
• 車両の誤進入の解消
• 一般車両とバスの交錯の解消
• 歩行者の安全な移動の実現

基本方針の策定に向けた考え方

［考え方２ 駅前広場の２ロータリー化］
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期待される効果
• 一般車両の安全な乗降
• 福祉車両の安全な乗降
• 公共交通の安全な運行や定時性

の確保
• 公共交通の利便性の維持
• 歩行者のための滞留空間の拡充
• 将来の変化に対応可能

基本方針の策定に向けた考え方

［考え方３ 駅前広場の拡張］
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期待される効果

• 沿道の街並みの誘導
• 歩行者の回遊動線の創出

基本方針の策定に向けた考え方

［考え方４ 沿道の街並み誘導と低利用地のまちづくり］

• 駅前にふさわしい都市機能の誘導
• 商業地域としてのにぎわいと街並

みの維持
• 低利用の市有地の有効活用
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基本方針の策定に向けた考え方
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基本方針の策定に向けた考え方

［今後の進め方（イメージ）］



４ 三鷹駅北口の
交通環境について

日本大学 理工学部 土木工学科
大沢 昌玄 教授

（資料は別紙のとおり）

32



５ 意見交換

街の問題点や将来イメージ等
について
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６ その他連絡事項
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